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うちに形骸化 した り、新たな問題が発生す ることは図書館に限った ことで
はないか らである。組織 にとって 日常的 な検証 と見直 しは必須 であ り、場
合 によっては破壊 と再構築 も必要である。後藤先生 もきっとそ う言われる
であろ う。
今回の紀要では、後藤先生が標榜 した 「知の循環体系」の整備 と充実に
関つた方 々の報告が掲載 されるので、先生がスタッフ研修で取 り上げ られ
た個々の討議内容は ここでは述べない。皆 さんそれぞれが先生 と関つた印
象を述べ るか らである。




た り、生半可な知識 を振 りかざす人間を嫌った人で もある。予算配分の見
直 しの件 で学部長懇談会 に担当図書館員 を連れて行 って説明 させた よ う
に、餅 は餅屋 を信頼 して任せることのできる人であった。有能な リーダー
であった と思 う。だか らこそ学内外を問わず多 くの人か ら信頼 されたのだ
ろ う。ま さに 「後藤 さんが言 うな ら」である。人を動かすのは誠実な人間
性である。明治大学において、また明治大学図書館 においても不世出の教
育者 であ り、 リーダーであ り、骨太 な明大人であった。
常民大学と図書館員
平 田 さ く ら*
明治大学 で後藤総一郎先生を主宰講師 とす る 「明治大学柳 田国男ゼ ミ
ナール」が開講 したのは1996年12月 のことで した。同年4月 に後藤先生
が図書館長 に就任 したのをきっかけに、明治大学職員 を中心 とした柳田国
男の勉強会を開講す る運び とな り、図書館職員、博物館職員を中心 に当初




新聞紙上な どでご存知の方 も多いか と思いますが、ゼ ミナール開講時 より
事務スタッフ兼会員 として参加 させていただいた立場か ら、誌面を借 りて
簡単にその意義、活動、そ して明治大学での営みを紹介 したいと思います。
我々のゼ ミナールが開講す る以前に、後藤先生は各地で地域に根 ざした
勉強会 一常民大学を起 こしてお り、中には30年 の歴史 を刻んでいる会 も
あ ります。柳 田国男の学問と思想を、大学での教育研究 とい う枠にとどめ
ず、いわば柳 田学のフィール ドワークとして実践 されたのが 「常民大学」
の活動で した。後藤先生は 「生活者の学問」ともしば しば呼んでいま した
が、身銭 を切って勉強す る、10年 をスパン とした息の長 い継続的 な学習
などが特色 として挙 げられます。
まず最初に柳 田国男の思想を後藤先生に よる講義形式で学び、次に各地
域の特徴 にあった題材 を柳 田の著作か ら選 び、読み込んでい く学習が続き
ます。各地域において、そこで実際に生活 を営んでい る人々が柳 田の学問
と思想の学びを通 じて、それぞれの地域の魅力、強みを再発見 し、それを
地域 の活性化 に活か してい く、そんな実践的学習の組織化 と持続が持 ち味
の 「常民大学」で したが、30年 とい う長 きに渡 って活動が継続 してきた
原動力 とい うものは、言 うまでもなく後藤先生の存在感 と強力な リーダー
シ ップであったのだ と、先生亡き今、あ らためて感 じています。
「常民大学」の目的とす るところをわか りやす く紹介す るために、我々
「明治大学柳 田国男ゼ ミナール」の会報 『ザ ・YANAGITA明 治大学柳 田国
男ゼ ミナール会報No.1』 よ り、 「開講 にあたって」の文章を再掲 します。・
(開講にあたって)
私 たち市井の生活者は 日々多 くの問題 を抱えなが ら生きて
お りますが、何故そのよ うな問題が起 こってきたか、 どの よ
うな社会がそれ らの問題 を生んできたのか、私 たちの先人は
生きるために どのよ うな知恵 を生みだ し、や がて来 る人たち
の生活へつなげていったのか、問題 を正確に捉 えるためには、
生活者の土壌 を知 り、歴史背景 を学ぶ ことは大切なことです。
藩政文書や 地方文書等の公的な記録だけでなく、現在 まで伝
わっている無名 の民の生活 を知 るこ とは欠 かせ ません。 どち
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らか一方 の視点が欠 けて も、問題 の捉 え方は不正確 になって
しまいます。 この勉強会では主として無名の民の歴史を学ぶ こ
とに主眼をおいています。農山漁村、都市生活者 の普通の人々
の衣食住 、信仰 、産育習俗 、通過儀礼、冠婚葬祭等 を通 して
「常民の歴史」を学びなが ら、まず身近な問題解決 の糸 口を探
り、さらに大学、日本社会、国家、国際社会、地球環境まで問
題意識 を広げていければと思います。問題 を特殊 から普遍へ と
展開 させ てい くのもこの勉強会の主眼の一つです。(中 略)
テーマを明確化 し、年代 も分野も多岐 にわた る人間を集め
た継続的 な勉強会 は、個人 の成長 にも、明治大学職員 の人的
交流の意味か らもプラス作用は大きいと思います。優れた教育
者 であ り、オルガナイザーを自認 し日本全国に常民大学 とい う
学び合 いの場を作ってこ られた後藤先 生は故郷の遠 山よ りも
既 に長い時間を過 ごしてお られる明治大学で、職員 を対象 と
した常民の歴史 に光をあてた柳 田国男の勉強会を開 くことに
大賛成 してくだ さいま した。(中 略)
私たちの明治大学柳 田国男ゼ ミナールが11番 目の常民大
学 として、さらに4半 世紀 目の常民大学の第1番 目として、継
続 的に学び を深 め、実 りあるもの になることを心か ら期待 し
ます。
(高橋美子 『ザ ・YANAGITA明 治大学柳 田国男ゼ ミナール
会報No.1』(1997年1月 刊)よ り抜粋)
最初の 「常民大学」は1972年 に東京高田馬場 で開講 した 「柳 田国男研
究会」であ り、その成果 は 『柳 田国男伝』(三一書房 、1988年 刊)と して
結実 しま した。また後藤先生の故郷である信州遠山に開講 した 「遠山常民
大学」をは じめとす る全国各地での常民大学で現在 も活動が継続 し、それ
ぞれ成果 を挙 げています。一例 をあげる と、「遠州常民文化談話会」(静 岡
県磐 田市)は 山中共古の 『見付次第』の注釈研究 をま とめ、『見付次第;共
古 日録抄』(パ ピル ス、2000年 刊)と して上梓 し、「遠野常民大学」(岩手県
遠野市)は 共同研究の成果 として 『遠野物語』の注釈 『注釈遠野物語』(筑
摩書房、1997年 刊)を 刊行、また毎年1回 夏に開催 され る 「遠野物語ゼ ミ
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ナール」も主催 しています。このよ うな地域での活動 を根気 よく支え、豊
かな果実 となるまで導いたのが後藤先生であ りま した。
最後 に、 「明治大学柳 田国男ゼ ミナール」のこれ までの活動を簡単に報
告 します。
1996年12月 ～1997年3月 まで、予備学習 として3回 の講義 を受け、
1997年4月 に正式開講 しま した。1997年 度 は 「柳 田国男の学問形成」を
テーマに、講義 を中心 に10回 の勉強会を行いま した。98年 度は柳 田国男
の 『村 と学童』をテキス トにして学習を進めま した。99年 度 より、2年 間
の学習 を踏 まえて柳 田国男の 自伝 である 『故郷七十年』の注釈研究に着手
しま した。勉強会の他に、年に1回 全 国の常民大学が集 う 「常民大学合 同
研究会」、また 「遠野物語ゼ ミナール」へ参加な どがあ りま した。2001年
には会員有志で千葉県の布佐、布川の フィール ドワークを行い、柳 田の精
神形成 に大 きな影響を与えた徳満寺の子殺 しの絵馬 を見た り、柳 田の両親
の墓な どを訪ねま した。
毎回の勉 強会の後は、「直会」(なお らい ・神事が終わって後、神酒 ・神
俣 をおろ していただ く酒宴)と して、お酒、料理を囲んで大学の話、図書
館の話 など うかがったのも今 では よい思い出となって しまいま した。
後藤先生 自身は我々の活動について、200万 冊の蔵書 をバ ックに した図
書館 な らではの機能を十分に生か し、柳 田国男唯一の 自伝 である 『故郷七
十年』の注釈研究、特 に柳 田の読書体験の書誌学的検証 と柳 田を取 り巻 く
人々の交流関係、影響 関係 の調査に大きな期待を抱いていま した。先生の
ご存命 中にその期待に こたえる成果をあげることができなかったのが心残
りでな りませ ん。
後藤先生の常民大学活動 について、 もっと詳 しく知 りたい方は次の書物
を参照 して ください。
後藤総一郎著 『柳田学の地平線』(信 濃毎 日新 聞社、2000年 刊)
380.1/7〃H1380.1/2〃W
後藤総一郎編 『生活者の学び』(伝 統 と現代社 、1984年 刊)
090.4/G4-16//H
常民大学合 同研究会編 『常民大学の史譜:主 宰講師 ・後藤総一郎
先生追悼』(常 民大学合 同研究会、2003年 刊)
1明治大学図書館の請求記号
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